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お
役
立
ち
情
報 

◆
特
例
貸
付 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
収
入
減
少
が
あ
っ

た
世
帯
の
資
金
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
生
活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
の

緊
急
小
口
資
金
及
び
総

合
支
援
資
金
（
生
活
支

援
費
）
に
つ
い
て
、
特

例
貸
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。（
相
談
電
話
・
予

約
は
左
記
へ
） 

◆
減
額
・
免
除
・
支
払

い
猶
予 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
離
職
や
収
入
の
減
少

等
に
よ
り
、
市
税
や
使

用
料
、
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
事
情
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
減
免

や
猶
予
制
度
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
問

合
せ
先
へ
。 

◎
市
税 

 

税
務
課
収
納
係 
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◎

上

下

水

道

利

用

料 

土

木

水

道

課

上

下

水
道
庶
務
係 
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◎
市
営
住
宅
使
用
料 

建
設
課
建
築
住
宅
係 
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２
～
３
１
１
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◎
国
民
健
康
保
険
料
・

医
療
機
関
で
の
自
己
負

担
額 市

民
課
健
康
保
険
係 

５
２
～
３
１
０
５ 

（
※
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

と
な
っ
た
国
民
健
康
保

険
の
方
に
、
傷
病
手
当

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
） 

 

◎
介
護
保
険
料 

保
健

福
祉
課
介
護
保
険
係 

５
２
～
３
１
６
４ 

 

◆
自
宅
待
機
や
解
雇
と

い
わ
れ
た 

―

会
社
の
指
示
で
休
業

す
る
場
合
、
休
業
手
当

（
平
均
で
給
料
の
６
割
）
が

受
け
取
れ
ま
す
。
解
雇

は
４
つ
の
要
件
に
照
ら

し
、
妥
当
性
が
問
わ
れ
、

簡
単
に
解
雇
は
で
き
ま

せ
ん
。
（
全
労
連
） 
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◆
雇
用
調
整
助
成
金 

―

企
業
が
売
り
上
げ

減
な
ど
労
働
者
を
休
業

さ
せ
て
雇
用
を
維
持
し

た
と
き
に
支
払
う
休
業

手
当
に
対
す
る
助
成
金
。

８
割
が
助
成
さ
れ
、
一

人
当
た
り
の
助
成
額
の

上
限
は
日
額
８
３
３
０

円
（
千
歳
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

） 

０
１
２
３
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◆
住
居
確
保
給
付
金 

―

離
職
・
廃
業
だ
け

で
な
く
収
入
減
少
に
よ

っ
て
住
居
を
失
う
恐
れ

の
あ
る
人
が
対
象
。
家

賃
支
払
い
額
を
３
か
月

間
支
給
。（
市
福
祉
課
生

活
保
護
係
） 
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◆
生
活
保
護 

―

通
勤
・
営
業
に
必

要
な
自
動
車
に
つ
い
て

は
、「
保
有
を
認
め
る
」
。

ま
た
、
減
収
に
よ
っ
て

生
活
保
護
を
必
要
と
し

た
場
合
、
他
業
種
・
他

職
種
へ
の
転
職
を
指
導

し
て
き
た
が
、
そ
れ
も

「
行
わ
な
い
」
。 

ま
た
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
に
関
連
す
る
現

金
一
律

10

万
円
支
給

に
つ
い
て
は
収
入
認
定

に
は
し
な
い
。 

臨
時
又
は
不
特
定
就

労
収
入
、
自
営
収
入
等

の
減
少
に
よ
り
要
保
護

状
態
と
な
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
自
営
に
必

要
な
店
舗
、
機
械
器
具

等
の
資
産
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
通

勤
用
自
動
車
の
取
扱
い

に
同
じ
。（
市
福
祉
課
生

活
保
護
係
） 

５
２
～
３
１
７
７ 

 

社会福祉協議会では  

《小口資金》  

・３月は電話も含め４件の相談、１

件の貸し付け  

・４月は 24 日までで、13 件相談、

５件貸し付け、４件が審査中  

※小口資金については、これまで年

間 10 件程度であったが、今年、

３月と４月前半は「夕張リゾート

（株）」の休業による退職や「（株）

北海道きのこ生産総合研究所」自

己破産関連が多かった。  

最近は個人事業主から毎日 1 件

程度の相談。感染リスクをふまえ、

今後ＨＰから申請書をダウンロー

ドできるような対策が予定されて

いる。  

《総合支援金》現在までは相談なし。 
 

ハローワークでは  

・「夕張リゾート（株）」休業での退職、

就活相談は 10 名未満であった。  

・栗山町の「（株）北海道きのこ生産

総合研究所」自己破産については、

対象者が５～６人あったが、ほとん

どがきのこ新会社に決まっている。 

 

 

 
 

 

受付窓口  夕張市社会福祉協議会  

受付場所  夕張市若菜 3 番地（老人福祉会館内） 

受付時間  平日 8 時 30 分～17 時  

電話番号  56-6004 

（ご相談の際は、電話予約が必要です） 
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★★DV（家庭内暴力～配偶者・家族・恋人も）相談＋（プラス）が開始★★ 

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、外出自粛や休業などが行われている中、生活不安やストレス

から、配偶者等からの暴力（DV）の増加・深刻化が懸念されています。  

 DV に悩んでいる方のために、全国共通の相談ナビダイヤルを設けています。  

 夫婦の間等で「暴力を振るわれている」「つらい」と感じたら、まずは、こちらに相談してください。 

●DV 相談ナビ 電話番号  ０５７０－０－５５２１０    

●DV 相談＋（プラス） 電話番号 ０１２０－２７９－８８９ 

●緊急の場合⇒ためらわずに 110 番へ 

 配偶者等からの暴力（DV）で不安を感じたら、一人で悩まず、相談してください。  

また、周りで被害に困っている方がいる場合には、是非、この情報を共有していただき、  

一人でも多くの方が相談・支援につながることができるようご協力をお願いします。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙
智
子
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
議
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い
の
ち
、
生
活
を
最
優
先
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

女
優
の
岡
江
久
美
子
さ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
朝
の
顔
と
し
て
、
親
近
感
を
感
じ

ら
れ
る
好
き
な
女
優
さ
ん
の
一
人
で
し
た
の
で
、
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

免
疫
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
急
激
に
症
状
が
悪
化
し
死

に
至
る
恐
怖
、
世
の
中
全
体
の
緊
張
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

５
月
連
休
も
不
要
な
外
出
は
避
け
る
よ
う
に
呼
び
か
け

ら
れ
、
私
た
ち
国
会
議
員
も
県
を
越
え
て
の
移
動
は
控
え

て
い
ま
す
。
４
月
は
私
も
北
海
道
に
戻
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
ん
な
中
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
悩
み
や
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
長
距
離
バ
ス
の
運
転
手
が
事
実
上
の
解

雇
に
な
り
、
生
活
費
の
め
ど
が
な
い
と
。
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
は
一
律
１
０
万
円
給
付
が
対
象
外
に
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
マ
ス
ク
が
２
枚
届
い
た
が
５
人
家
族

で
ど
う
す
る
の
か
。 

農
産
物
の
納
入
先
が
な
く
な
り
在
庫
が
積
み
あ
が
り
、

価
格
下
落
で
収
入
が
減
っ
た
等
々
、
関
係
省
庁
に
問
い
合

わ
せ
て
、
応
え
た
り
、
質
問
し
た
内
容
は
議
事
録
を
送
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

電
話
で
様
子
を
聞
き
な
が
ら
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
購

読
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
「
読
む
こ
と
で
応
援
で
き
る

な
ら
」
と
、
励
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
友
人
に

「
元
気
？
」
と
聞
く
と
、
今
ま
で
た
め
込
ん
で
い
た
思
い

を
、
一
気
に
話
し
続
け
、
気
が
付
く
と
一
時
間
を
超
え
て

い
た
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま

す
。 

 

４
月
末
は
、
ゴ
タ
ゴ
タ
続
き
で
遅
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
補
正
予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
い
の
ち
、
生

活
を
最
優
先
に
し
た
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
迅
速
に
現
場

に
届
き
、
希
望
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

明
治
維
新
48
／
朝
鮮
植
民
地
支
配 

㉚ 

武
力
と
謀
略
を
背
景
に
非
道
の
限
り
を

つ
く
し
、
３
次
に
わ
た
る
協
定
を
結
ば
せ
、

韓
国
政
府
を
統
監
府
の
傀
儡
（
か
い
ら
い
）

政
府
と
化
し
ま
し
た
。 

し
か
し
こ
れ
で
明
治
政
府
、
日
本
軍
は
終 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の
総
仕
上
げ 

 
 

 
 

 
 

に
か
か
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

帝
国
百
年
の
長
計 

日
本
政
府
は
、
い
よ
い
よ
念
願
の
「
韓
国
併
合
」
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
名
実
と
も
に
日
本
の
領
土
の
一
部
に
す
る
の
で
す
。 

１
９
０
９
年
（
明
治

42
）
７
月
６
日
第
２
次
桂
太
郎
内
閣
は
、

次
の
方
針
を
閣
議
決
定
し
ま
す
。 

「
韓
国
を
併
合
し
之
を
帝
国
版
図
の
一
部
と
な
す
は
半
島
に

お
け
る
我
が
実
力
を
確
立
す
る
た
め
最
確
実
な
る
方
法
た
り
。

帝
国
が
内
外
の
形
勢
適
当
の
時
期
に
於
い
て
断
然
併
合
を
実
行

し
半
島
を
名
実
共
に
我
が
統
治
の
下
に
置
き
且
韓
国
と
諸
外
国

と
の
条
約
関
係
を
消
滅
せ
し
む
る
は
帝
国
百
年
の
長
計
な
り
と

す
」
と
。 

「
韓
国
併
合
」
は
、
明
治
維
新
を
経
て
明
治
政
府
が
成
立
し

以
来
、
長
年
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 

併
合
の
意
味 

「
併
合
」
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
名
付
け
親
で
あ

る
倉
知
鉄
吉
（
外
務
省
政
務
局
長
）
は
、
そ
の
意
味
を
あ
け
す

け
に
書
い
て
い
ま
す
。
「
合
邦
或
い
は
合
併
等
の
字
で
な
く
、

自
分
は
韓
国
が
全
然
廃
滅
に
帰
し
て
帝
国
領
土
の
一
部
と
な
る

の
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
」 

「
併
合
」
と
は
、
二
つ
の
国
が
「
合
併
」
し
て
一
つ
の
国
に
な

る
の
で
は
な
く
「
韓
国
が
な
く
な
り
帝
国
領
土
の
一
部
」
と
な

る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
「
韓
国
併
合
」
条
約
は
１
９
１
０
年
（
明
治

43
）

８
月

22
日
、
陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
が
第
三
代
統
監
と
し
て
日
本

を
代
表
し
、
東
北
仙
台
の
第
二
師
団
を
動
員
し
て
厳
戒
態
勢
を

布
い
た
中
で
の
調
印
と
な
る
の
で
す
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